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生物の誕生から進化において､磁場は欠かせない環境要素の一つであるといえ

る。例えば、地球規模の磁場によって形成され、地上生物を有害な宇宙線から

守っているバン・アレン帯の存在や、微生物における走磁性、幅広い動物群に

おける位置・方向把握への利用が挙げられる。一方、これまで磁場が植物の生

理現象に及ぼす影響として、野菜の発芽促進・生長速度の増加(山城、1987)、

メヒルギ胎生種子の生育促進（池原＆山崎、1994）などが報告されている。本

研究では、細胞内に光合成藻類（褐虫藻）を共生させている造礁サンゴ類に着

目した研究をおこなった。造礁サンゴでは近年の環境悪化に伴う世界各地での

衰退が報告されている。サンゴ礁生態系の回復を目的とした、群体の生存・成

長を人為的に促進する方法が現在求められている一方で、簡便かつ低コストの

方法は確立されていない。本研究では磁場によってサンゴ（動物）－褐虫藻（植

物）がどのような影響を受けるかを明らかにすることを目的とした。

実験にはコユピミドリイシ(AcrqpoFrMg7/旅、）とショウガサンゴ(S(〕ﾉﾉQpAom

pjsﾉﾉﾉﾉmzJ）を用いた。屋外水槽で３実験区（Ｓ極、Ｎ極、コントロール：各５群
体づつ）を設定し、９月からの５ヶ月間の飼育期間における生残性・光合成・群

体成長をモーターすることで磁気影響の評価をおこなった。光合成の測定には

PAMクロロフィル蛍光法を用い､群体の成長量は水中骨格重量の変化から算出し

た。実験期間中、コユピミドリイシでは開始後１ヶ月から死亡群体がみられ

だし、１０月にＳ極の全群体（100%）が、Ｎ極・コントロールでは３群体（60%）

が死亡した。一方のショウガサンゴでの死亡は実験期間を通して確認されなか

った。光合成の活性では、日射の強い時期にコントロールに比べて磁性グルー

プ（2.0～50.0mT）での高い光合成活性が見られ、同様の傾向が両サンゴ種で見

られた｡実験開始１ヵ月後の過剰な光に対してのストレス耐性を調べたところ、

過剰な光による傷害を回避するための能力（NPQ）がコントロールに比べて２つ

の磁性グループで顕著に高いことが認められた。ショウガサンゴでの５ヶ月間

の群体成長量は平均９６%で、３実験区を比較すると、Ｎ極(１１１%)＞コントロール

(97%)＞Ｓ極(81%)の順となり、S/N極間での違いが最も顕著であった。

本研究から、磁場環境が造礁サンゴの生理学的ストレス応答に影響を与えて

いる可能性が示唆された。高いＮＰＱが磁性区で見られたことは、過剰な光によ

る傷害が抑えられていた事を示唆している。長期の磁場影響として白化の抑制

効果が期待され、今後の研究が必要である。


